
（ ） （ ）倫 理 授 業 No . 1 3 . 基 本 用 語 問 題 学 籍 番 号 氏 名

１ . 全 て の 事 物 は 相 互 に 依 存 し 合 っ て い る こ と 。 1

２ . 四 つ の 普 遍 的 真 理 。 語 義 ： 諦 （ あ き ら ） め る → 明 ら か に す る → 真 理 2

３ . 四 諦 の 一 つ で 「 生 き る こ と は 苦 （ 結 果 。 3、 」 ）

４ . 四 諦 の 一 つ で 「 苦 は 煩 悩 か ら 生 じ る （ 原 因 。 4、 」 ）

５ . 四 諦 の 一 つ で 「 煩 悩 を 滅 ぼ す の が 悟 り （ 目 的 。 5、 」 ）

６ . 四 諦 の 一 つ で 「 悟 り は 八 正 道 に よ る （ 手 段 。 6、 」 ）

７ . 四 諦 の 道 諦 が 示 す 悟 り の 手 段 で 、 八 つ の 正 し い 修 行 方 法 。 苦 行 や 快 楽 の 7

両 極 端 を 否 定 す る 中 道 の 思 想 が み ら れ る 。

８ . 八 正 道 の 一 つ で 「 正 し い 生 活 。 8、 」

９ . 八 正 道 の 一 つ で 「 正 し い 思 惟 （ 正 思 ） を 念 じ て 記 憶 し 失 わ な い 。 9、 」

10 . 八 正 道 の 一 つ で 「 正 し い 瞑 想 （ 座 禅 。 語 義 ： 定 （ じ ょ う ） は 禅 定 。 10、 ）」

11 . 苦 行 や 快 楽 な ど の 両 極 端 を 否 定 す る 思 想 。 11

1 2 . 与 楽 抜 苦 （ よ ら く ば っ く ） の 仏 教 愛 。 語 義 ： 慈 「 与 楽 」 と 悲 「 抜 苦 。 12」

関 連 語 ： エ ロ ー ス 、 フ ィ ー リ ア 、 ア ガ ペ ー 、 仁

1 3 . 仏 （ ブ ッ ダ ・ 法 （ 仏 教 の 教 え ・ 僧 。 c f . ﾌ ﾞ ｯ ﾎ ﾟ ｳ ｿ ｳ鳥 （ 鳴 き 声 か ら ） 13） ）

1 4 . 在 家 （ ざ い け 出 家 し な い ） の 仏 教 徒 が 守 る べ き 五 つ の 戒 律 。 不 殺 生 ・ 14

不 偸 盗 （ ふ ち ゅ う と う ・ 不 邪 淫 ・ 不 妄 語 ・ 不 飲 酒 （ ふ お ん じ ゅ 。） ）

15 . 自 己 の 救 済 （ 悟 り ） を 目 的 と す る 戒 律 厳 守 の 保 守 的 仏 教 。 15

1 6 . 小 乗 仏 教 の 理 想 の 境 地 で 「 修 行 で 悟 っ た 人 。 16、 」

1 7 . 生 き と し 生 け る も の 全 て の 救 済 （ と そ れ を 通 し て の 自 己 の 悟 り ） を 目 的 17

と す る 自 由 度 の 大 き い 戒 律 の 教 え を 守 る 革 新 的 仏 教 。

18 . 大 乗 仏 教 の 「 生 き と し 生 け る も の 全 て 。 18」

1 9 . 大 乗 仏 教 の 理 想 の 境 地 で 「 利 他 行 を 実 践 し て 悟 り を 求 め る 求 道 者 。 19、 」

2 0 . 布 施 （ ふ せ 施 し ・ 持 戒 （ 戒 律 を 守 る ・ 忍 辱 （ に ん に く 迫 害 や 困 20） ）

苦 に 耐 え る ・ 精 進 ・ 禅 定 ・ 智 慧 （ 空 を 悟 る 般 若 ＜ は ん に ゃ ＞ が 別 名 。） ）

21 . 縁 起 説 を 深 化 さ せ た 、 大 乗 仏 教 の 根 本 的 思 想 。 存 在 す る も の 全 て は 固 定 21

的 で 不 変 の 実 体 を 持 た な い と い う こ と 。

2 2 . P E R S O N ２ ・ ３ 世 紀 、 南 イ ン ド の 大 乗 仏 教 思 想 家 で 、 空 の 思 想 を 確 立 。 22

2 3 . 空 の 思 想 を 表 す 、 初 期 の 大 乗 経 典 で あ る 『 般 若 （ は ん に ゃ ） 経 典 』 中 の 23

言 葉 。 般 若 と は 「 全 て が 空 で あ る こ と を 悟 る 智 恵 」 の 意 味 。

24 . B O O K 空 の 思 想 を 確 立 し た 竜 樹 の 主 著 。 24

2 5 . P E R S O N ４ 世 紀 、 イ ン ド の 大 乗 仏 教 思 想 家 で 、 兄 の 無 着 （ む じ ゃ く ｱｻ 2 5

ﾝ ｶ ﾞ） と と も に 唯 識 論 を 確 立 。

26 . 全 て の も の は 心 の は た ら き （ 認 識 す る 主 観 ） の 所 産 と す る 考 え 方 。 事 物 26

の 実 在 性 を 否 定 し 「 た だ （ 唯 、 心 （ 識 る 」 の 実 在 性 を 強 調 。 唯 心 論 的 。、 ） ）

T. Q .「 ブ ッ ダ が 説 い た 四 諦 （ 説 ） と は 何 か ？ 」

T. A .

人 生 の 真 相 は 苦 し み で あ る と す る 真 理 （ 苦 諦 、 全 て の 苦 の 原 因 は 煩 悩 で あ る と す る 真 理 （ 集）

諦 、 苦 し み を 滅 ぼ し 尽 く し た 涅 槃 が 目 標 で る と す る 真 理 （ 滅 諦 、 苦 を 滅 ぼ す 手 段 に は 八 正） ）

道 し か な い と す る 真 理 （ 道 諦 。 こ れ ら 四 つ の 真 理 を 説 法 の た め に 示 し た 教 理 が 四 諦 説 で あ）

る 。


